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「ほがねむぎ」からみた機械化栽倍適品種の諸問題

大崎　　浩・大槻　　孝

（細島敷畏試会津女坂）

1．　ま　え　が　妻

女の機械化栽培の即兜に当って・特に肱艇的な研究と・

それらを一一一日した技術体系として組立てる作文とが必要

となってくる．

品種の問樋は，一つの技術体系を考えていく中で・最

も理想的な姿が要求されてくる・

その意味から，麦の機械化栽培適品種を求めるため・

ここに「はがねむぎ」を素材として論ずることにする・

「は・がねむぎ」は梅強群種で，耐倒伏性に宮んだ品種

である．従って．この点からみるならば一応機械化栽培

に適した品種と考えられる・ここに∴「はがねむぎ」の

強梓性の特徴とそそれに附随する幾つかの特性を参考に

して，今後適品種を選定し・或は再成する場合の課泡を

提起する・

2．　試　験　方　法

1．供試品種：はがねむぎ・ショウキム宴　会搾4号

ぇ　栽培条件‥畦巾ぬ用1終巾15‘刃10L瀾千鳥掩・1

本立・

a　調査項目

（1）稗の強度

粒首より群島助川を採取し・これを水平に保っ

た壕合と．鮭に地首に11・5gの重りをさげた時の

両者の状態をもって群の強度を比較した・

¢）節間長

（訊　節位別符箆の比較

槻　群の太さ　各節イ立の中央を測定

御　得壁のノウさ

第3節中央部並に穂首よわ劫脚下の馴棺の稗噂

の厚さをスンブにとり馳走した

脚　節付別経済荷重

各節柏より村長7亡¶・但し第5r潤は5‘璃托

取し測定した・

5．　試　験　結　果

1．稗の強度について

第1回に示されるように，群のひずみ其合から・

はがねむぎは穂苦節間まで札1当の強さがあることが認め

られ，ショウキムギは全体を通じて軟弱であり・会津4

埠は他市齢間に至って弱くなっていることがうかがわれ

る．

第1図　品種別稗の強ま

2．節間技と節位別の癖重について

程の蝕度は．程長．並に群の充実藍と相対的な幽係があ

るので，各品種について鏑充を行った・第1・2・表から－

全体的にみ・てもわかるように・相反は会津4号＞ショウ

キムギ＞はがねむき∴秤量畦はがねむぎ＞会坪4号＞シ

ョゥキムギの敏に在ってかわ．紀に．群の充実度をみる

ため稗1m当りの盛誌を第2図によってみる怒らは・シ

ョゥキムギとはがねむぎの差は大きく．耐倒伏件に対す

る品種の特性が明らかに示されている・

第1表　節間柱の比較

＼ ＼週 百 位

品 穐 ＼
1 2 3 4 5 合　 計

は が ね む ぎ 三だ．0（Ⅶ 12．7cm 8．良Ⅶ 9 ．知 6．1（Ⅶ （汐．加

ショウキムギ お ・2 16．8 10．7 9 ．2 7．5 77 ，4

会 津　 4 号 32．5 16．3 13．6 10．3 1 7・0 79 ．7

第2表　節位別押す二の比純

、、㌃ 蓋 空
1 2 8 4 5 合　 計

！1種 重

は が ね む ぎ 0，馳 0．位 0牒鞄 0．位 0．独 2．1k 3 ．4 g

ショウキ ムギ 0 ．3 0．2 7 0．2 2 0．22 0．18 1．17 2．4

会 H t　4 号 0．4 3 0 ．37 0 ．3 7 0 ．32 0 ．jB 1．i翌 2．5
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第2凶　節佗別程の1‘¶当重益
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a　梓の太さ並に梓壁の厚さ

次に，群の形態的側面を明らかにするためl各節位の

第8表　枠の太さ並群壁の厚さの比較

部 位 長 経 短 棍 最 厚 最 薄

は が ね む ぎ
1

■■ ■王 書下 叩
5 ．7 5 ．4 0．7 0 ．6

2 3 ．8 3 ．0 0 ．5 0 ．4

注：部位1．第3節間中間部
2．穂首より加川下の部位

太さを測定

したが，そ

の中より，

特に倒伏や

機械化栽培

こ幽休める

と思われる

第3節間並

びに穂首よ

り加脚下の

部位の形態

を．稗の太

さ並びに稗壁の厚さに●よって示したのが第3表である・

はがねむぎは，化2品槌にくらべて．いづれの点でも

凄さっていたが．ショウキムギと会津4号では大差は認

められなかった．しかし，稗の充実度の面では会津4号

がすさっていたことは前記の過少である・

A　節位別挫折荷重について

挫折抵抗は，稗の組如或は形態的側面の総合的綜巣と

して，物理的特性として示される・特に・第1節問は節

間長が良いので2分し・上位と下位に分けて測定した・

第3凶に示すよ

うに明確に挫折批

抗性が示され，シ

ョウキムギの崇5

節間は．はがねむ

ぎの弟2節間作も

かよはず全体的に

低く，ショウキムギ

が倒れやすいと云

われる点が示され，

又，はがねむぎの

第1節間の下位が．

会津4号の第2．

ショウキムギの第5

第6号

節間に匹敵する払拭性をもっていることから・払首節剛

の強度が高いことが認められる・

以上のように「はがれむぎ＿日は，程が太く梓壁が厚く

秤の充実臥挫折抵抗性が拓く耐倒伏性に富んでいると

共に，寵電耶h種であることが相操って有利に働いてい

るものと推察される．又．機械化の面から脱苦性が高い

特性も望ましい点であらう・

今まで述べて来た諸点を．機械化の観点からまとめる

と第4黄のようになる・

第4表　梯械化に対する判定〔◎○△Xの散に有利〕

項 帯 稗 挫 稗 稗 脱 脱 機
械

晶 、＼ ＋ 自 の の
充

折 の 壁

の
苦 柁 化

種
錬 実 拡 太 厚

性 性
適

鹿 慶 抗 さ さ 否

は　が　ね　む　 ぎ ● ◎ ● ● ◎ ◎ ○ ●

シ　ョ　ウ　キ　ム　ギ X 〉（ X ○ ○ ∠ゝ ⊂） ×

会　 津　 4　 号 ○ ○ ○ （〕 ○ ○ ◎ ○

5．　む　す　び

機械化適品種の具備すべき特性を以上の結果より考え

られる主な点を述べると，

（1）強稗世

帯の基部は勿論のこと▼特に恕首節制が強いこと・即

ち，倒伏の危険と機械的衝撃による挫折がおこらないこ

と，及び収穫親に梅雨に当る日本では立毛中の乾燥を充

分忙し作美の能率を向上させ・ロスを少くするため穂首

節間の過熱による挫折がおこらかいこと・

の　革　型

馳重型か，中間型で年次による稔教の増減の少ないも

の．群長は乃m位にとどめること・

即　脱粒性と脱空位

脱粒性が高いことは望ましくないが・コンバイン等の

脱空位は高い方がよい・

その他．耐病性の高いこと・品質が良いこと等は述べ

るまでもない．


